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社 会

解答上の注意

この問題用紙は「はじめ」の合図があるまで開いてはいけません。1.

答えはすべて解答用紙の決められたところに書きなさい。2.

解答用紙の決められたところに受験番号を書きなさい。氏名を書いてはいけません。3.
問題を読むときに，声を出してはいけません。4.

問題内容についての質問は受けません。5.

印刷が読みにくいときは手をあげて監督者を呼びなさい。6.
「やめ」の合図があったら，解答用紙をおもて向け、問題用紙を解答用紙の上に置いて、7.

回収が終わるまで席を離れてはいけません。（問題を持ち帰ることができません）

受 験 番 号
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A1 社-1 
 

１ 図１の兵庫県を中心とする標高地形図を見て、設問に答えなさい。 
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A1 社-2 
 

℃  

℃  

℃  

mm 

mm 

mm 

問 1 次の X～Z は図 1 の A(豊岡
とよおか

市)・B(朝
あさ

来
ご

市)・D(姫
ひめ

路
じ

市)地点のいずれかの雨

温図をそれぞれあらわしたものです。図 1 を参考にし、雨温図と地点の組み合わ

せとして正しいものを、下のア～カの中から一つ選び記号で答えなさい。 
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(参照 気温と雨量の統計ホームページより作成) 

 

 A B D 
ア X Y Z 
イ X Z Y 
ウ Y X Z 
エ Y Z X 
オ Z X Y 
カ Z Y X 
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A1 社-3 
 

問 2 B の地点は朝来市です。朝来市には生
いく

野
の

銀山
ぎんざん

があります。生野銀山は、安
あ

土
づち

桃山
ももやま

時代に織田
お だ

信長
のぶなが

や豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

が支配した鉱山
こうざん

として知られています。このころ、

銀は主に何に利用されていましたか。次のア～エの中から一つ選び記号で答えな

さい。 

 

   ア 南蛮
なんばん

貿易での輸出品 

   イ 中国への貢
みつ

ぎ物 

   ウ くわなどの農具 

   エ 鉄砲のたま 

 

問 3 C の地点は赤穂
あ こ う

市です。資料 1 は赤穂で伝統的におこなわれてきた産物に関 

するものです。何を作っているかを判断し、その品目名を答えなさい。 

 

資料 1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本では、はじめ土器に海水を入れて煮詰
に つ

める方法でおこなわれていた。

中世以降、写真のように海水を砂に撒
ま

いて天
てん

日
ぴ

で水分を 蒸
じょう

発
はつ

させ、濃
のう

縮
しゅく

した

海水を得る方法がおこなわれるようになった。 

(出典 兵庫県公式観光サイト HYOGO！ナビより) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



A1 社-4 
 

問 4 D の地点は姫路市です。姫路市には姫路城があります。姫路城に関する年表 

を見て設問に答えなさい。 

 

西暦 和暦 できごと 

1333 年 元弘
げんこう

3 年 
赤松
あかまつ

則
のり

村
むら

が護良
もりよし

親王
しんのう

の命令によって挙兵
きょへい

。京に兵をすすめ

る途中に、姫山(現姫路)に 砦
とりで

を築く。 

1346 年 正平
しょうへい

元(1)年 赤松
あかまつ

貞
さだ

範
のり

、姫山に本格的な城を築く。 

1580 年 天
てん

正
しょう

8 年 
羽
は

柴
しば

秀吉が姫路城主となる。三層の天守閣
てんしゅかく

を築き、翌年 

完成。 

1585 年 天正 13 年 木下
きのした

家
いえ

定
さだ

が姫路城主となる。 

1600 年 慶
けい

長
ちょう

5 年 関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦いの後、池
いけ

田
だ

輝
てる

政
まさ

が姫路城主となる。 

1601 年 慶長 6 年 池田輝政が城の大改築を始める。 

1609 年  慶長 14 年 五層七階の連立式天守閣が完成。 

1617 年 元
げん

和
な

3 年 
本
ほん

多
だ

忠
ただ

政
まさ

が姫路城主となる。三の丸や西の丸などを増築
ぞうちく

 

する。 

1639 年 寛永
かんえい

16 年 松
まつ

平
だいら

忠
ただ

明
あきら

が姫路城主となる。 

1649 年 慶安
けいあん

2 年 
榊
さかき

原
ばら

忠次
ただつぐ

が姫路城主となる。その後、松平氏、本多氏、 

榊原氏が城主になった。 

1749 年 寛
かん

延
えん

2 年 酒
さか

井
い

忠
ただ

恭
ずみ

が姫路城主となる。 

1931 年 昭
しょう

和
わ

6 年 姫路城天守閣が国宝に指定される。 

1956 年 昭和 31 年 
天守閣、国

こく

費
ひ

により八ヵ年計画で解体修理工事が始まる。 

(昭和の大修理) 

1993 年 平成
へいせい

5 年 ユネスコの世界文化遺産に登録される。 

2009 年 平成 21 年 大天守保存修理工事が始まる。 

(参照 姫路城ホームページより作成) 

 

(1) 年表から読み取れることとして正しいものを、次のア～エの中から一つ選び 

記号で答えなさい。 

 

ア 姫路城の成り立ちは平安
へいあん

時代にまでさかのぼる 

   イ 安土桃山時代には、羽柴秀吉が城主となった 

   ウ 姫路城天守閣が国宝に指定されたのは大阪万博
ばんぱく

よりも後のことであった 

   エ 石
せき

油
ゆ

危機
き き

(オイルショック)後に世界自然遺産に登録された 
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(2) 年表中の下線部のように、1617 年以降の城主であった本多氏・松平氏などは 

いずれも大名でした。江戸
え ど

時代の大名は自分の領地と江戸を行き来する参勤
さんきん

交
こう

 

代
たい

をおこないました。参勤交代は日本各地には恩恵
おんけい

をもたらしましたが、どのよ 

うな恩恵があったと考えられますか。図 2・図 3 を参考にして答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 
(参照 『鳥取県の参勤交代』より作成) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 
(参照 『鳥取県の参勤交代』より作成) 

●  

● 

●  

●  
●  

●  ●  

●  

●  

9/19 
鳥取発 

9/19 

智頭
ち づ

 

9/21 
姫路 

9/25 
大
おお

津
つ

 

9/29 
宮
みや

 

10/2 

見
み

付
つけ

 

10/4 

府
ふ

中
ちゅう

 

10/7 

小田
お だ

原
わら

 

10/10 
江戸着 

鳥取藩
とっとりはん

の大名行列が江戸に 

到着するまでの行程（1859 年） 

  

 

●の地名は大名行列が 宿
しゅく

泊
はく

、 休
きゅう

憩
けい

したおもな 宿
しゅく

場
ば

町の名前 

う ん ち ん  

し ょ ひ ん  合計  

約 1957 両  
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問 5 E の地点は稲
いな

美
み

町です。稲美町には兵庫県で一番大きなため池があります。 

次の文章を読んで設問に答えなさい。 

 

図 4 は兵庫県で一番大きなため池である加古
か こ

大池
おおいけ

とその付近の地図です。現在、

町内に 88 ヵ所あるため池ですが、その多くが a として使用される一方で、ため

池を埋め立てて「廃池」にしている場合もあります。 

他にも、ため池を管理する土地改良区等においては、埋め立てた跡の用地だけで

なく、埋め立てずに写真 1 のような b などにも活用しています。このように、

県内では新たなため池の利活用に取り組んでいます。 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 
(出典 国土地理院より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 
(出典 兵庫県農林水産部 農地整備課 ホームページより) 
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(1)   a にあてはまる内容を、図 4 を参考にして答えなさい。 

 

(2)  b にあてはまる語句として正しいものを、次のア～エの中から一つ選び記  
号で答えなさい。  
 

ア 遊泳場 

イ 防
ぼう

波
は

堤
てい

 

ウ 太陽光発電 

エ 魚の養
よう

殖
しょく

場 

 

(3) 稲美町では、ため池ハザードマップが作成されています。ハザードマップは一 

般的にどういった目的で作成されているものですか。その目的として誤ってい 

るものを、次のア～エの中から一つ選び記号で答えなさい。 

 

ア 避
ひ

難
なん

所の場所を確認する 

イ 浸水
しんすい

被害の度合いを見る 

ウ 外国から来た観光客に道案内する 

エ 危険な箇所を事前に把
は

握
あく

する 

 

(4) ため池の数が多い上位 5 県は瀬戸内海に面する県によって占められています。 

瀬戸内海に面する県として誤っているものを、次のア～エの中から一つ選び記 

号で答えなさい。なお、縮尺は一定ではありません。 

 

 

 

 

 

 

ア         イ         ウ          エ 
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問 6 F の地点は明
あか

石
し

市です。次の文章を読んで設問に答えなさい。 

 

世界各国には 標 準
ひょうじゅん

時
じ

がそれぞれ定められており、それにより時差が発生しま

す。標準時とは、各国の地域の基準となる時刻を示したものです。イギリスのロ

ンドンには経
けい

度
ど

0 度の経線
けいせん

(本初
ほんしょ

子午
し ご

線
せん

)が通っています。経線には西経
せいけい

、東経
とうけい

の

2 種類があり、それぞれ 180 度まであります。イギリスの東側の地域にあたる

兵庫県の明石市には日本の標準時子午線である東経 135 度の経線が通っていま

す。日本を含むⅠ 東経の地域は、経度数が大きいほど、早い時間を迎
むか

えること

になります。また、経度 15 度で 1 時間の時差が発生することから、イギリスと

日本とでは a 時間の時差が発生していることになります。 

日本の標準時は、Ⅱ 1886 年に「本初子午線経度計算方及標準時ノ件」とい

う 勅
ちょく

令
れい

が出されたことにより制定されました。その後、1895 年に公布された

「標準時ニ関スル件」では、第 1 条において従来の標準時を「中央標準時」と

し、第 2 条において新たに「中央標準時」と 1 時間の時差がある東経 120 度に

「Ⅲ 西部標準時」を規定しました。その後 1937 年まで日本の標準時は 2 つあ

りました。 

 

(1)  a にあてはまる数字を答えなさい。 

 

(2) 下線部Ⅰに関連して、日本では北海道も沖縄も同じ時間を設定していますが、 

場所や季節による日の出と日の入りの時間帯には差があります。日の出と日の 

入りに関する説明として正しいものを、次のア～エの中から全て選び記号で答 

えなさい。 

 

ア 北海道は沖縄よりも日の出の時間が早い 

イ 北海道は沖縄よりも日の入りの時間が早い 

ウ 北海道も沖縄も夏より冬のほうが日の出の時間が早くなる 

エ 北海道も沖縄も夏より冬のほうが日の入りの時間が早くなる 
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(3) 下線部Ⅱに関連して、勅令とは天皇による命令・法令を意味します。この時代 

は天皇が主権を持っていました。この時代の天皇に関連する説明①～④のうち 

正しいものの組み合わせを、下のア～カの中から一つ選び記号で答えなさい。 

 

① 天皇が衆議院と貴族院の議員を選んでいた 

② 天皇は陸海軍を統率
とうそつ

する権限をもっていた 

③ 天皇が国民にあたえるというかたちで憲法が発
はっ

布
ぷ

された 

④ 天皇は国の 象 徴
しょうちょう

であると憲法に明
めい

記
き

されていた 

 

ア ①と② 

イ ①と③ 

ウ ①と④ 

エ ②と③ 

オ ②と④ 

カ ③と④ 

 

(4) 下線部Ⅲに関連して、この標準時は当時日本が領土にしていた b に適用さ 

れました。  b にあてはまる語句として正しいものを、次のア～エの中から一 

つ選び記号で答えなさい。 

 

 ア 小
お

笠原
がさわら

諸島 

イ 千
ち

島
しま

列島 

ウ 台湾
たいわん

  

エ 樺
から

太
ふと

 

 

問 7 G の地点には兵庫県最大の五
ご

色
しき

塚
づか

古
こ

墳
ふん

があります。この古墳が造られたのは 

4 世紀後半頃の古墳時代であると考えられています。古墳時代の頃の日本のようす 

として正しいものを、次のア～エの中から一つ選び記号で答えなさい。 

 

   ア 米作りは九州地方でのみおこなわれた 

   イ 国分
こくぶん

寺
じ

などの寺が建てられた 

   ウ 鉄
てっ

剣
けん

や鉄
てっ

刀
とう

など鉄の武具が使用された 

   エ 貴族たちは寝殿
しんでん

造
づくり

の屋敷に住んでいた 
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問 8 H の地点は神
こう

戸
べ

市です。たろうさんは神戸市へ旅行に行きました。次の会話

文を読んで設問に答えなさい。  

たろう：神戸市には「南京町
なんきんまち

」とよばれる地区があるんだ。そこには中国風の建物 

があったり、中国料理のお店も多くあったりするんだよ。 

はなこ：なぜ神戸に中国風の町があるのかな？ 

先 生：いい疑問ですね！江戸時代の日本が開国するきっかけとなったできごとを 

知っていますか？ 

たろう：知っています。アメリカからペリーが黒船に乗って日本にきて、条約を結 

んだんですよね？ 

はなこ：確か教科書には…。あった！1854 年に日米
にちべい

和
わ

親
しん

条
じょう

約
やく

、1858 年には日米
にちべい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

が結ばれているね。この条約で神戸の他に、函館
はこだて

・新潟
にいがた

・横浜
よこはま

・ 

長崎
ながさき

の港が開かれたと書いてあるね。何か関係がありそう。 

先 生：神戸の港が開かれたあと、外国人居
きょ

留
りゅう

地
ち

が設けられましたが、中国と日本 

は正式な国交を結んでいなかったため、居留地の西 隣
どなり

に住むようになった 

のが「南京町」の成り立ちだと言われているんですよ。 

たろう：神戸の港って、むかしの大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

のことですか。 

先 生：現在の神戸港の西の一部が大輪田泊であったとされているんですよ。たろ 

うさんは、なぜ知っているの？ 

たろう： a の伝記を読みました。 a が中国の b との貿易の拠点
きょてん

とした港 

：だそうですね。 

はなこ：そういえば a って、武士として初めて太
だい

政
じょう

大臣
だいじん

になった人だよね！そ 

の人が中国と貿易をしていたなんて知らなかったな。 

先 生：神戸と中国は古くから繋
つな

がりがあることがわかりましたね。さらに神戸に 

は孫
そん

文
ぶん

が訪れていますね。今から 100 年ほど前に、孫文は神戸の地で活動 

をしていたんですよ。 

はなこ：孫文って誰ですか？ 

先 生：孫文は 1912 年にⅠ 中
ちゅう

華
か

民国
みんこく

を成立させた人物です。 

はなこ： c と日本は戦争をしていたよね。中華民国になってからは日本と仲良く 

：なったのかな。 

先 生：第一次世界大戦では、日本は中国へ勢力をのばそうとして、現地では抵抗
ていこう

 

    運動も起こっています。さらに昭和にはいって、日本が不景気になると、 

： d を日本のものにして土地と資源を手に入れようとしたんですよ。 

たろう：知っています。 d 事
じ

変
へん

ですよね。そのあと日本は「 d 国」をつくっ 

たのですよね。 

先 生：「 d 国」の皇帝には c の最後の皇帝が 就
しゅう

任
にん

して、表向きには独立した 

：国とし、裏では日本が支配していたんですよ。 

はなこ： d 以外の地域はどうなったのですか。 
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先 生：さらなる資源を手に入れるため、日本は 1937 年から中国と戦争することに 

：なりました。 

はなこ：戦争が終わったあと、すぐに中国と仲直りができたのかな？ 

先 生：1951 年に世界の 48 ヵ国と平和条約を結びましたが、中国とは結べません 

：でした。中国との国交が回復するのは 1972 年のことです。 

はなこ：最近の日本と中国の関係はどうなのだろう。 

先 生：日本は領土問題はないという立場ですが、中国も自国の領土だと主張して 

いる e をめぐる問題がありますね。 

はなこ：じゃあ、日本と中国は仲が悪いのかな。せっかく仲直りをしたのに…。 

たろう：Ⅱ 日本の最大の貿易相手国は中国だよ。 

先 生：日本と中国は経済的な繋がりが強いですね。 

はなこ：中国から観光客もたくさん日本に来てくれているね。 

たろう：そういえばそろそろ…。何だっけ？日本のお正月のような…。 

はなこ： 春
しゅん

節
せつ

だね。 

先 生：春節になると、Ⅲ 横浜や長崎の中華街や、たろうさんが訪れた神戸の南 

    京町でもお祝いの行事が盛大
せいだい

におこなわれるんですよ。 

はなこ：神戸にも中国にも旅行に行ってみたくなりました。 

 

(1)  a にあてはまる人物名を答えなさい。 

 

(2)  b ・ c ・ d にあてはまる語句の組み合わせとして正しいものを、次 

のア～カの中から一つ選び記号で答えなさい。 

 

ア b 宋
そう

  c 清
しん

   d 満
まん

州
しゅう

 

   イ b 宋  c 明
みん

   d 満州 

   ウ b 明  c 清   d 満州 

   エ b 宋  c 清   d 香港
ほんこん

 

   オ b 宋  c 明   d 香港 

   カ b 明  c 清   d 香港 

 

(3)  e にあてはまる語句として正しいものを、次のア～エの中から一つ選び記 

号で答えなさい。 

 

   ア 択捉
えとろふ

島
とう

    

イ 竹島
たけしま

    

ウ 尖閣
せんかく

諸島
しょとう

    

エ 歯
はぼ

舞
まい

群島
ぐんとう
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(4) 下線部Ⅰに関連して、中華民国の成立の時期として正しいものを、次の表中の  

ア～エの中から一つ選び記号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 下線部Ⅱに関連して、図 5 は日本と中国の貿易品目をあらわしたものです。

これを見てわかることとして正しいものを、下のア～エの中から一つ選び記号 

で答えなさい。 
 

日本の輸出              日本の輸入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5   
(参照 2021/22 年版『日本国勢図会』より作成) 

 

   ア 日本からの輸出額の方が、中国からの輸入額よりも多い 

   イ 輸出・輸入ともに、2 位の割合を占めるのは衣類である 

   ウ 中国からの輸入では機械類が半分以上を占める 

   エ 日本は中国へ自動車や自動車部品を輸出している 

 

(6) 下線部Ⅲに関連して、横浜・長崎・神戸の開港は何によって決められましたか。 

会話文の中から三字以上で抜きだして答えなさい。 

大塩
おおしお

平八郎
へいはちろう

の乱 

ア 

廃藩
はいはん

置
ち

県
けん

 

イ 

日
にち

露
ろ

戦争 

ウ 

関東
かんとう

大震災
だいしんさい

 

エ 

二
に

・二
に

六
ろく

事件 

2020 年 

総額 

15 兆 819 億円  

2020 年  

総額 

17 兆 4931 億円  
て っ こ う  
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問 9 H の地点の山手には神戸ムスリムモスクがあります。それに関する次の文章 

を読んで設問に答えなさい。 

 外国人が多く暮らす山手にある、「神戸ムスリムモスク」。貿易業を 営
いとな

むインド人

やロシア革命
かくめい

で亡命
ぼうめい

してきたトルコ系タタール人ら、Ⅰ ムスリム(イスラム教徒)

が 1935(昭和 10)年に設立した日本最古のモスクだ。 

 空
くう

襲
しゅう

による焼け野原に、白く輝く建物は“神の加護
か ご

”を感じさせるほど、強い印

象を残す。神戸は戦前、日本でイスラム教徒が最も多い街で、1930 年代には 300 人

以上。シリアやイラク、パキスタンなどの貿易商もいたという。 

 彼らがモスク建設の寄付
き ふ

を呼び掛け完成。「神戸市の如
ごと

き国際都市にとって誠に

ふさわしい」と、勝
かつ

田
た

銀
ぎん

次
じ

郎
ろう

市長は 祝
しゅく

辞
じ

を贈った。ドームの先端
せんたん

に三日月の飾りを

掲げた多彩な意
い

匠
しょう

の建物は、ミナト・神戸を象徴する建物として人々に親しまれた。 

 だが、Ⅱ 戦争が国際都市に暗い影を落とす。ムスリムを含む外国人には監
かん

視
し

の

目が光るようになり、多くが神戸を立ち去った。モスクは 1943 年、海軍が 接
せっ

収
しゅう

。

生活の一部である信仰の場まで奪
うば

われた。焼
しょう

夷
い

弾
だん

が何度も市街地を襲
おそ

った戦争末期

から戦後にかけて、モスクがどのような様子だったかは、詳しく分かっていないと

いう。 

神戸在住のムスリムの間では、空襲時に地域住民の避難場所となったと伝えられ

ている。神戸モスクでイマーム(指導者)を務めるムハマド・ジャファルさん＝パキ

スタン出身＝によると、焼け残ったモスクは、家を失った戦災者を受け入れた。「そ

れぞれの母国から届いた 救
きゅう

援
えん

物資や果物なども、日本人とも分かち合った」という。 

 

 

 

 

 

 

 

 終戦から 50 年後－。1995 年の阪神・淡
あわ

路
じ

大震災でも、モスクは倒壊
とうかい

することな

く、避難所として機能した。一時は 40 人以上の国の異なるムスリムが身を寄せ、

Ⅲ 近くの日本人避難者と配給や炊
た

き出しをおこなった。 

 「(神戸は)ムスリムを迫害
はくがい

しない素晴らしい街だと思う」とムハマドさん。「アッ

ラー(神)の下に全ての人は平等です。戦争や地震で困っている人々が、イスラム教

徒かそうでないかは関係ないのです」二つの大きな災
さい

禍
か

をくぐり抜けた神戸モスク

には、兵庫県内外から礼拝者
れいはいしゃ

が訪れ、あらゆる人に見学の扉を開いている。 

接収…国などの権力機関が個人の所有物などを強制的にとりあげること。  

(参照 神戸新聞 2020 年 8 月 12 日付 記事より作成) 

＊  

＊  
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(1) 下線部Ⅰに関連して、イスラム教に関する説明として誤っているものを、次の 

ア～エの中から一つ選び記号で答えなさい。 

 

   ア イスラム教徒は聖地メッカに向かっていのりをささげる 

   イ イスラム教の聖典はコーランである 

   ウ 日中に食べ物を口にしない期間がある 

   エ 全ての肉を食べることを禁止する教えがある 

 

(2) 下線部Ⅱに関連して、日本では戦時中に空襲の被害を受けるなど、一般人が戦 

争に巻き込まれることがありました。戦時中の国民の生活の内容として正しい 

ものを、次のア～エの中から一つ選び記号で答えなさい。 

 

     ア 全国で五人組が組織された 

     イ 都市の小学生は遠くの農村などへ疎
そ

開
かい

した 

     ウ 家庭では白黒テレビで戦
せん

況
きょう

を確認していた 

 エ 小学校ですみぬり教科書が使用された 

 

(3) 下線部Ⅲに関連して、震災直後は、炊き出しや物資の仕分けなどに各地から来 

てくれる人がいました。写真 2 はそのようすです。こういった人たちの奉仕活 

動のことをカタカナで何といいますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 
(出典 人と防災未来センター ホームページより) 
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(4) はなこさんとたろうさんは文章を読んだ感想を話し合っています。以下の会 

話文中の a にあてはまる内容を自分で考えて書きなさい。 

 

はなこ：歴史上で起こった戦争や震災の際に、神戸ムスリムモスクがどういった役割 

    を担
にな

ったのかを勉強することができたね。 

たろう：イスラム教を信仰しているとか、日本人か、といったことは関係なく、大変 

 な場面では互いに支え合っていたということが文章からも読み取ることがで 

きたよね。 

はなこ：日本にも多くの外国出身の方もいるし、私たちも海外へいくこともあるね。 

たろう：外国の人に対してだけじゃなく、他人と関わるときには a したいね。そう 

 すると世界は平和へ歩みだすんじゃないかな。 

 

問 10 兵庫県は日本酒の生産量が全国一位であり、H 地点の神戸市の 東
ひがし

灘
なだ

区を中心 

に古くから「灘
なだ

五
ご

郷
ごう

」と呼ばれ、日本酒の生産地として知られていました。江戸時 

代になると、灘のお酒は江戸の人々から人気を得たため、大量に運ぶ必要がありま 

した。灘から江戸へ大量に速く運ぶ、当時の輸送経路としてもっともふさわしいも 

のを、図 6 中のア～エの中から一つ選び記号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 
イ 

ウ 

エ 
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問 11  J の地点は芦
あし

屋
や

市です。次の会話文を読んで設問に答えなさい。 

 

じろう：私たちが住んでいる芦屋市では、2023 年 4 月に市長選挙がおこなわれました 

ね。 

先 生：そうですね。Ⅰ 選挙の結果、Ⅱ 史上最年少とされる市長が誕生したと話 

題になりましたね。ちなみに、2023 年 11 月には京都府八
や

幡
わた

市でも市長選挙 

があり、 a の史上最年少市長も誕生しましたね。 

じろう：若い人の中から政治を担う人が多く出てきている印象ですね。私はまだ選挙 

で投票することができないけれど、なぜ選挙をするのでしょうか。 

先 生：日本国憲法では「 b 」・「平和主義」・「Ⅲ 基本的人権の尊重」を 3 つの原

則としていますが、この「 b 」とは国の政治のあり方を最終的に決める権

限が私たちにあるということです。そのため、選挙は私たち国民の中から政治

をおこなう代表者を選出するために大切な仕組みなのです。代表者として選

出された人はⅣ 国民や市民の生活の安定と向上に努
つと

めなければならないの

ですよ。 

じろう：選挙ってとても大事なものなんですね。 

先 生：ちなみに、この年の芦屋市長選挙の投票率は 55.1％でした。芦屋市民の有権

者 100 人中約 55 人が選挙に行き、残りの約 45 人は選挙に行かなかったこと

になります。この投票率を見て、じろうさんはどうすれば投票率が上がると思

いますか。 

じろう：私は   c   。 

先 生：そうですね。私たちが選挙で投票することができる権利は当たり前ではあり 

 ませんでした。日本では a や、一定額の納税
のうぜい

をおこなっていない人たちは 

 投票できなかったという時代があったと社会の授業で勉強しましたね。 

 
 (1)  a にあてはまる語句を答えなさい。 

 

(2)  b にあてはまる語句を答えなさい。 

 

(3)    c   にあてはまる内容を自分で考えて書きなさい。  
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(4)   下線部Ⅰに関連して、私たちは市長のほかにも代表者を選挙で選ぶ機会があ 

ります。次の①～④の中からその対象の組み合わせとして正しいものを、下のア 

～カの中から一つ選び記号で答えなさい。 

 

① 国会議員 

② 都道府県知事 

③ 裁判官 

④ 内閣総理大臣 

 

ア ①と② 

イ ①と③ 

ウ ①と④ 

エ ②と③ 

オ ②と④ 

カ ③と④ 

 

(5) 下線部Ⅱに関連して、市長に立候補することができる年齢は満何歳以上です 

か。数字で答えなさい。 
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(6) 下線部Ⅲに関連して、1989 年に国際
こくさい

連合
れんごう

総会
そうかい

で「子どもの権利条約」が採
さい

択
たく

 

されました。芦屋市でも資料 2 のようにそれに関する冊子を作成しています。 

じろうさんたちはこれを見て探究学習をおこないました。会話文中の空欄 d  
～ f の中からいずれか一つを選び、それにあてはまる記述を、資料 2 から抜

きだして答えなさい。                            

資料 2 
 「子どもの権利条約(児童の権利に関する条約)」は、世界中の子どもが健

すこ

やかに成

長できるようにとの願いを込めて、1989 年 11 月に国際連合の総会で採択され、日本

は 1994 年にこの条約を結んでいます。子ども(18 歳未満)はどんなときも国と大人

から安全に守られ、健やかに育ち、また自分の意見を表すことができます。  
 この条約は、子どもの「基本的人権」を尊重することを国と国とが約束したもので

す。18 歳未満を「児童(子ども)」とし、「子どもが生存、成長、発達するためには大

人の助けが必要」とする子どもの目線でつくられています。子どもの権利条約は、す

べての子どもが幸せに暮らせるための約束ごとです。自分だけでなく、他の人のこと

も大切にしなければいけません。  
 世界の中のそれぞれの国では、戦争や飢

う

え、災害などにより、多くの子どもたちが

犠
ぎ

牲
せい

になっています。また、戦争もなく、経済的に豊かだと思われている国でも、い

じめなどのそれぞれの事情により、悩み・苦しんでいる子どももいます。  
 子どもが大人に成長するまでには、それぞれの時期に子どもの発達や生活環境に合

わせた適切な支援をおこなうことが必要です。この条約では、子どもの人としての尊
そん

厳
げん

、人としての権利である基本的人権を尊重し、子どもがどのように守られ、大切に

されなければならないかということを明らかにされています。その基本には、すべて

の人は同じように大切にされなければならないという考え方があります。  
 そのためには、それぞれが自分のもつ権利を知るとともに、権利を主張するために

は、果たすべき責任を伴っている場合があるということやルールを守ることも同じく

学ぶことが大切になります。  
 すべての人が、安心して楽しく暮らせる社会にするためには、国も、大人も子ども

も、みんなが意識して、協力し、努力する必要があります。それぞれが自分の立場で

何をするべきか、何ができるかなど、家族の人や友達といっしょに、是非
ぜ ひ

考えてみま

しょう。  
                (参照 芦屋市「子どもの権利条約」冊子より作成) 

 

 

 

 

 

 

(出典 国際連合広報センター ホームページより) 
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先 生：「子どもの権利条約」は、国際連合が定める SDGs(持続可能な開発目標)の 

どの番号の達成に関係するとあなたたちは考えますか。芦屋市が作成してい 

る資料 2 の内容を参考にして、一緒に考えてみましょう。 

じろう：私は「 d 」という記述が印象に残りました。この考え方は「3 すべて  
    の人に健康と福祉を」の目標の達成に近づくと思います。日本では健康で 

文化的な生活を営む権利が保障されていますが、世界にはこの権利が守られ 

ていない子どももいると思うからです。 

えりこ：私は「4 質の高い教育をみんなに」の目標の達成に繋がると思います。  

なぜなら資料 2 には「 e 」という記述があり、こういった事情で学校に 

行くことができず、学習する機会が失われている子どもにとって教育の機会 

が与えられると考えたからです。 

あきら：私は資料 2 に書かれている「 f 」という記述に共感しました。この条 

    約の内容を世界中の国が守ることで、誰ひとり取り残すことなく「10 人や  
国の不平等をなくそう」の目標を達成することができると思います。 

 

(7) 下線部Ⅳに関連して、市民生活を支えるために税金は住民や会社から集めら 

れ、その使いみちは政府や地方公共団体によって決められています。税金の使い 

みちとして正しいものを、次のア～エの中から全て選び記号で答えなさい。 

 

   ア 国道を整備するための費用 

   イ 信号機を設置するための費用 

   ウ 学校の制服をクリーニングするための費用 

   エ 自分の文房具を購入するための費用 
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問 12 K の地点は有
あり

馬
ま

温泉です。有馬温泉に関する文章を読んで設問に答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(1) 下線部Ⅰに関連して、行基について述べた文として正しいものを、次のア～エ 

の中から一つ選び記号で答えなさい。 

 

   ア 天皇を補佐
ほ さ

する立場に就
つ

き、天皇に代わり政治をおこなった 

   イ 中国から苦
く

難
なん

を乗り越え来日し、日本の仏教の発展に大きな役割をはたした 

   ウ 征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

を助ける執権
しっけん

という地位に就き、政治をおこなった 

   エ 聖
しょう

武
む

天皇の命令を受けて、東大寺の大仏づくりに協力した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市には日本の三
さん

古
こ

湯
とう

の一つである有馬温泉があります。有馬温泉の歴史は古

く、『日
に

本書
ほんしょ

紀
き

』などの書物にも登場し、古代から多くの天皇が訪れていたことがわ

かっています。 

しかし、有馬温泉は衰退
すいたい

する可能性がありました。それを防いだのがⅠ 行
ぎょう

基
き

で

す。平安時代には皇族や貴族も訪れています。Ⅱ 『 枕
まくら

草
のそう

子
し

』には、有馬温泉に関

する記述があります。室町時代から戦国時代にかけた混乱期にも、多くの人々が有馬

温泉に入っていました。 

有馬温泉に魅
み

了
りょう

された人物のひとりにⅢ 豊臣秀吉がいます。秀吉は有馬温泉の

改修工事をおこないました。秀吉は完成を目前にして亡くなっていますが、現在でも

有馬には秀吉ゆかりの名所が多く残されています。 
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(2) 下線部Ⅱに関連して、『枕草子』はこの時代の貴族文化を代表する作品です。 

資料 3 は『枕草子』の冒頭部分です。資料 3 を参考にしながら、この時代に使 

われはじめた文字の名称を答えなさい。 

 

資料 3 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (出典 国立公文書館 デジタルアーカイブより) 

 

(3) 下線部Ⅲに関連して、豊臣秀吉は全国で検地をおこない、農作物の生産高を調 

査しました。なぜ農作物の生産高を調査したのか理由を答えなさい。 
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問 13 L の島は淡路島です。設問に答えなさい。 

 

(1) じろうさんたちは図 7 中の X～Z の説明をしています。X～Z と、それを説明 

している人の組み合わせとして正しいものを、下のア～カの中から一つ選び記 

号で答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 
(出典 国土地理院より) 

 

じろう：開通以来、世界最長の吊
つ

り橋として知られています。開通前にこの付近を震
しん

 

源
げん

とするマグニチュード 7.3 の地震が発生しました。 

えりこ：一般には、水道という名称で呼ばれています。淡路島を結ぶルートに橋は架
か

け 

られていません。最
さい

狭
きょう

部は 10km ほどです。 

あきら： 潮 流
ちょうりゅう

が強く、日本の海の三大難所
なんしょ

のひとつとされています。渦潮
うずしお

が発生する 

ため観
かん

潮
ちょう

船が運航され、多くの観光客が訪れます。 

 

 じろう えりこ あきら 

ア X Y Z 
イ X Z Y 
ウ Y X Z 
エ Y Z X 
オ Z X Y 
カ Z Y X 

 

 

 
 

X 

Y 
Z 
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(2) 「淡路人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠璃
る り

」は国指定重要無形民
みん

俗
ぞく

文化財に指定されています。人形 

浄瑠璃が盛んになったのは江戸時代ですが、淡路人形のおこりは室町時代であ 

るとされています。次の①～④は室町時代の文化、江戸時代の文化のいずれかの 

説明です。その分類として正しいものを、下のア～カの中から一つ選び記号で答 

えなさい。 
 

① 和風住宅の原型となった書院
しょいん

造
づくり

の様式が見られるようになった 

② あざやかな浮
うき

世
よ

絵
え

が大量につくられるようになった 

③ ヨーロッパの学問を研究する蘭学
らんがく

が盛んになった 

④ 武士や貴族の間で茶を飲む習慣が広まっていった 

  

ア 室町：①と②  江戸：③と④ 

イ 室町：③と④  江戸：①と② 

ウ 室町：②と③  江戸：①と④ 

エ 室町：①と④  江戸：②と③ 

オ 室町：①と③  江戸：②と④ 

カ 室町：②と④  江戸：①と③ 

 

(3) 図 8 は、自動車を使って淡路島を経由し、本州・四国間を移動した人数の推
すい

 

移
い

をあらわしています。1998 年から 2018 年にかけて増加している理由を考え 

て書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 
(参照 国土交通省四国運輸局ホームページより作成) 

 
これで問題は終わりです。  

 

(年 度 ) 

(万 人 ) 


